




























































































































































































































































Sohn, 1913）と「アンテイゴネ」（Antigone, 1917）、ゲオルク・カイゼル（Georg 
Kaiser）の「カレーの市民」（Die Bürger von Calais, 1920）、フリッツ・ファン・ウ
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芸術』「第一章 新興美術」の「第二節 新印象主義」「第五節 後期印象主義」
などの説明を利用して基本的な表現主義、表現派の概念を次のように解説
する。

















































































































 ・ Shan Yuanchao: Akutagawa Ryūnosuke in Shanhai and Contact with LiRenjie, 












































































































［一］」別タイトル：The Japanese Modern Art Movement and the Avant-garde 
1920–1927、スカイドア、1995.3初版／1998.6改訂版、132‒143頁 
７） 井関昌昭「ロシアの未来派」『未来派　イタリア・ロシア・日本』形文社、
2003.6、348‒362頁
 　注（６）に同じ、「小笠原渡航とロシア作家コロニー」165‒171頁
８） 井関昌昭「日本の未来派」『未来派　イタリア・ロシア・日本』形文社、
2003.6、430‒431頁
９） 日本における1921年からのドイツ表現主義の流行は次の資料によって跡
づけされる。
 　森仁史ほか編「日本における表現主義文献目録」『躍動する魂のきらめき
─日本の表現主義』栃木県立美術館ほか、展覧会カタログ、2009年
 ○佐久間政一訳「印象主義と表現主義（上）（中）（下）」『中央美術』７巻1‒3
号、1921.1‒3
 ○中井宗太郎「自然主義と表現主義」『制作』３巻２号、1921.2
 ●金子筑水「『最も若いドイツ』の芸術運動」『早稲田文学』183号、
1921.2
 ○大津康「最近の独逸劇壇」『東京朝日新聞』1921.2.2‒5
 ○山岸光宣「表現主義の芸術　最近独逸文壇の傾向（一）～（五）」『読売新
聞』1921.2.8‒12
 ●黒田礼二「伯林通信『スツルム』運動」『解放』３巻３号、1921.3
 ○小牧健夫「眼の音楽─ヘルマン・バールの表現主義」『新文学』16巻３号、
1921.3
 ○金子筑水「現今独逸思想界の傾向─ドイツ思想界の活気」『中央文学』
５年３号、独逸文化号、1921.3
 ●山岸光宣「近代独逸文学的主潮」『中央文学』５年３号、独逸文化号、
1921.3
 ●片山孤村「大戦と独逸国民性─文化及び文芸」『中央文学』５年３号、
独逸文化号、1921.3
 ○柴田勝衛「独逸新共和国の文芸」『中央文学』５年３号、独逸文化号、
1921.3
 ○中村吉蔵「独逸の劇壇」『中央文学』５年３号、独逸文化号、1921.3
 ○菊岡進一郎「現代の独逸詩壇に就て」『中央文学』５年３号、独逸文化号、
─ ─333
李漢俊と表現主義（上）
1921.3
 ○「表現主義のフヰルム」『読売新聞』1921.3.27
 ○片山孤村「新興独逸文学概観─表現主義の主張と由来」『太陽』27巻４号、
1921.4
 ○斎藤佳三「美術に於ける表現主義」『太陽』27巻４号、1921.4
 ●山岸光宣「独逸に於ける表現主義の戯曲」『早稲田文学』185号、1921.4
 ○川路柳虹「生活と芸術の一元化」『中央美術』７巻４号、1921.4
 ○「表現主義の新映画」『東京朝日新聞』夕刊、1921.4.23‒25
 ○千葉亀雄「欧洲文芸思潮の推移と現状」『新潮』34巻５号、1921.5
 ●梅沢和軒「表現主義と新六法主義」『新公論』36巻５号、1921.5
 ○梅沢和軒「表現主義の流行と文人画の復興」『早稲田文学』186号、
1921.5
 ○谷崎潤一郎「最近の傑出映画『カリガリ博士』を観る（上）（中）（下）」『時
事新聞』1921.5.25‒27
 ○新関良三「表現派解説」所収『カレーの市民』ゲオルク・カイゼル著、
新関良三訳、新潮社、1921.6
 ○水木京太「『カレーの市民』をみて」『読売新聞』1921.6.7
 ○池田大伍「『カレーの市民』と『父帰る』」『演芸画報』1921.7
 ○益田国基「表現主義の根本概念」『新潮』35巻１号、「表現主義論」専欄、
1921.7
 ○山本有三「反動的芸術」『新潮』35巻１号、「表現主義論」専欄、1921.7
 ○新関良三「『カレーの市民』の解釈」『新潮』35巻１号、「表現主義論」
専欄、1921.7
 ○新関良三「表現派とは何ぞ」『文章倶楽部』６巻７号、1921.7
 ○長谷川巳之吉「表現主義の映画」『新演芸』６巻７号、1921.7
 ○梅村紫声「表現派映画『カリガリ博士』梗概」『新小説』1921.7
 ○竹久夢二「表現派映画『カリガリ博士』の印象スケッチ」『新小説』
1921.7
 ○佐藤春夫「『カリガリ博士』を観て」『新潮』35巻２号、1921.8
 ○桑木厳翼「表現主義及び理想主義」『太陽』27巻10号、1921.8
 ○川路柳虹「ダダ主義とは何か（上）（中）（下）（下の下）」『読売新聞』
1921.8.17‒20
 ○新関良三「『カレーの市民』翻訳と解説」『改造』1921.9
 ○山岸光宣「輓近独逸文学思潮の変遷」『解放』３巻９号、1921.9
 ○成瀬無極「表現主義の戯曲に就て」『解放』３巻９号、1921.9
 ○カンヂンスキー、灰野庄平訳「丘陵」「卓」『現代之美術』４巻６号、
1921.9
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 ○カンヂンスキー「表現派の形式問題」『現代之美術』４巻６号、1921.9
 ○村田良策「表現主義の方向」『現代之美術』４巻６号、1921.9
 ○茅野蕭々「表現主義について」『中央美術』７巻９号、1921.9
 ○山岸光宣「独逸文化の特色と独逸文学」『柏の木』創刊号、1921.10
 ○茅野蕭々「最近に於ける独逸の戯曲」『新演芸』６巻10号、1921.10
 ○林久男「芸術の胚胎より表現へ」『表現』創刊号、1921.10
 ○横山重遠「表現派の新人」『東京朝日新聞』1921.11
 ○村松正俊「芸術に於ける個性と民衆」『東京朝日新聞』1921.11
 ○ピエール・リエーヴル「芸術の革新とデュフイの画風」『中央美術』７
巻11号、1921.11
 ○茅野蕭々訳「表現派の詩」『詩聖』３号、1921.12
 ○村松正俊「近代芸術と非直感性」『中央美術』７巻12号、1921.12
 ○柳沢健「西欧文芸界に就いて」『東京朝日新聞』1921.12.4
 ○大槻憲二「エドワルド・ムンクの芸術」『内在』1921.12.6
 （●は本稿で扱った論文）
10） 拙著「魯迅と表現主義」『魯迅と西洋近代文芸思潮』汲古書院、2008.9
